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はじめに


































ぞれ 7 月 6 日号、13 日号の紙面を飾った。散文に目を転じると、1 月 10 日に
は「パピヨン」誌にデ・ゼッサールの処女詩集の書評「『パリ詩篇』」が、5 月
22 日には「セノネ」紙に同じ詩集を再び論じた書評が掲載されている。そし
て 9 月 15 日には、「芸術家」誌に「芸術の異端―─万人のための芸術」（以下、
「芸術の異端」と略記）が公にされた。また、掲載の予定は不明であり、原稿
































































































































































































表したのは 1862 年のことだが、その翌年の 1863 年におけるフランス国内の
言語状況についてユージン・ウェーバーが調査している。それによれば、人口
の約 4 分の 1 に相当する 8381 のコミューンでフランス語が話されていなかっ
た。学校に通う 7 才から 13 才の子供たち 401 万 8427 人のうち 44 万 8328 人
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